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7月21日付文書で自治会の皆さまには回覧させて頂きましたとおり、 町教
育委員会により、仁多地区の学校再編統合推進委員会（以下、「仁多再編委員
会」とします）が組織されました。
亀嵩地区校区別協議会では、統合までの間、継続して委員を務められること、
小学校保護者枠については統合時点（令和8年4月）で小学生以下の子どもが
いることなどを考慮して委員5名を選び、委員会に参加しています。
再編統合に関わる具体的な内容は、4つの部会に分かれて協議が進められて
います。８月～9月にかけて、全4部会が開催されましたので、協議の内容等を
ご報告いたします。

これまでの会議

 1/10 仁多地区 再編統合推進委員会設立に向けた説明会（準備
会）

 4月 再編統合推進委員会の亀嵩地区委員の選出
 7/18 仁多地区再編統合推進委員会 第1回全体会
 8/29 第1回総務部会
 9/5 第1回通学部会
 9/12 第1回PTA部会
 9/19 第1回学校部会
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今後の予定

• 町の提示したスケジュール表によると、11月頃に学校再編統合推進委員
会の全体会が開かれるようです。

• 各部会では、1月末までに校名候補や通学の服装についての案が決められ
る予定です。

• 通学のバス路線等について、亀嵩地区としての要望をまとめ、町に提案し、
協議を進めていきたいと考えています。子どもたちが安心・安全に通学で
きるような体制を整えていきたいと思いますので、ご協力よろしくお願い
いたします。

• 地区の皆さまや保護者の皆さまには、学校再編統合推進委員会からのア
ンケートや公募にご協力頂き、新しい学校づくりへの意見をお出し頂きま
すよう、よろしくお願いいたします。

布勢地区
・地区代表者(1)
・公民館長(1)
・小学校保護者(2)
・未就学児保護者(1)

三成地区
・地区代表者(1)
・公民館長(1)
・小学校保護者(2)
・未就学児保護者(2)

高尾地区
・地区代表者(1)
・小学校保護者(2)

亀嵩地区
・地区代表者(1)
・公民館長(1)
・小学校保護者(2)
・未就学児保護者(2)

阿井地区
・地区代表者(1)
・公民館長(1)
・小学校保護者(2)
・未就学児保護者(2)

三沢地区
・地区代表者(1)
・公民館長(1)
・小学校保護者(2)
・未就学児保護者(2)

三成地区小学校校長（６)
三成地区幼児園園長（３）
有識者（１） 事務局（町教育委員会）

総務部会 通学部会 学校部会PTA部会

会長：教育長

仁多地区 学校再編統合推進委員会 体制図 ※（ ）内は人数仁多地区 学校再編統合推進委員会 体制図 ※（ ）内は人数

各校区からの選出委員と、
校長先生や園長先生、
有識者（校長OBの方）が
参加しています。
具体的な内容は、４つの部
会に分かれて話合いが進め
られています。

お問合せ：亀嵩地区学校再編統合推進協議会
事務局 亀嵩公民館内（0854-57-0616 ）



P2 P3

総務部会 通学部会

PTA部会 学校部会

各部会の話し合いの内容各部会の話し合いの内容

➢ 学校名、校歌、校章
➢ 式典行事

➢ 通学体制
➢ 放課後児童クラブ 等

➢ PTAの組織運営
➢ 制服・体操服等

➢ 学校運営方針・教育目標
➢ 教育課程・学校行事
➢ 地域との関わり・後援会
➢ 等

⚫ 横田地区では校歌に入れる言葉やフレーズの募集を始めており、仁多地区でも公募する
かを検討しました。

⚫ 作曲・作詞者が決まっていないことから、詳細はもう少し後に決めることとなりました。

⚫ 通学部会は、部会で何かを決めるというのではなく、各地区の意見を町が聞く場と位置付
けられていました。

⚫ 再編決定前の協議で、「前向きに進めていく」とされていた、屋根のないバス停への待合
所の設置は、予算の兼ね合いなどから町では対応せず、地域づくり交付金などを使って各
地区で対応してもらうとの方針が説明されました。

⚫ 同様に、これまで「前向きに検討」とされていた、子どもたちがバスに慣れるまでの一定期
間、大人がバスに同乗する支援策も、実施しない方針だそうです。

⚫ 亀嵩地区からは、保護者アンケートの結果で、徒歩通学距離の上限と考える距離の平均が
1.29kmだったことを説明し、路線の増設等により徒歩通学距離を短くしてほしいという
要望を伝えました。路線やバス停の位置等については、部会では個別に話し合わず、要望
のある地区は個別に町と協議する事となります。

⚫ 放課後児童クラブは、これまでは各地区で運営するとされていましたが、三成に統合する
方針が説明されました。亀嵩地区からは、「三成へのお迎え等に不安のある家庭もあると
思うので、保護者にしっかり説明して欲しい」と伝えました。

⚫ 校名のアイディアを募集することになりました。
⚫ ただし、票数が多かったものに決めるのではなく、応募された校名から候補を選びます。
⚫ 協議会で１～数点の校名候補を決めて町に提言していきます。
⚫ 最終的には、総合教育会議を経て町長が決定するそうです。
⚫ 多くの人に関わってもらいたいので、在住者だけではなく、通勤・通学している人や出身
者も応募できるようにしました。

校歌について

たくさんの人に応募してもらって、
新しい学校のことをみんなで考え
たいです。

校名について

「バス停は地区の予算で」って今までの話と違うし、
ここで言われても、地区はどう考えるんだろう？
通学路線の事も含め、亀嵩地区としてしっかり町と
話し合いが必要です。

⚫ 登校時の服装は、保護者にアンケートをとり、その意見
を参考にして部会で再度協議することになりました。

⚫ アンケートの内容は、私服か制服かの2択として、ジェ
ンダー課題への配慮や経過措置等についても説明を入
れることになりました。

制服・体操服について

⚫ 現在仁多地区6校で行われている学習活動をリストに整理し、新しい学校で継承していくも
の、地域に引き継いでいくものなどを整理していくそうです。

（補足）現在亀嵩小学校で行われているふるさと学習についても、町から公民館に照会が来て
いるとのことです。

ふるさと教育について

制服がいいのか私服がいいのか、
ジェンダーの考えなども踏まえて、保護者の意見を
聞いて考えていきます。

⚫ 以前は体操服購入の補助がありましたが、廃止されて入学支援金が支給される形になって
います。体操服購入の補助を、委員会から意見書を出して要望してはどうかという議論が
ありましたが、横田地区では特に要望を出していないため、横田地区と歩調を合わせての
要望は難しそうです。

⚫ 交流学習は、統合までの間に各学校合同で行われる授業で、
子どもたちがスムーズに馴染んでいけるような学習が行わ
れます。具体的な内容は、学校の先生を主体とした作業部会
で調整するそうです。

交流学習について

今回議題にあがった内容は、学校の先生を中心に具体
的な検討が進められます。亀嵩地区としては、会で提示
される情報に対して、地域・保護者目線で意見を述べて
いくことになります。

⚫ 学校の先生主導で検討を進めて頂き、委員会で情報共有して意見を聞くとのことです。

学校経営方針・教育目標について
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